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1 青森県企画政策部統計分析課 2016 年 1 月発表資料「平成 27 年度学校保健統計調査速報（青森県分）」（http://
www6.pref.aomori.lg.jp/tokei/document_view.php?sheet_no=3766）2016.12.22 閲覧 .












































































































カー活動の指導実践を導入した教育方法—」青森中央短期大学研究紀要第 30 号 ,85-94 を参照 . 
6 時本英知・鈴木寛康・畑山朗詠（2019）「養成段階における保育実践力の向上を目指した取り組み（3）−運動
遊びの指導実践における幼児の活動状況から−」青森中央短期大学研究紀要 32 号 ,189-198 を参照 .





































遊びの指導実践における幼児の活動状況から−」青森中央短期大学研究紀要 32 号 ,189-198 を参照 .
9 杉山佳生（2008）「スポーツ体験を通して学ぶもの」児童心理第 62 巻第 14 号 ,17-22, 金子書房を参照 .
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キッズサッカーフェスティバルより青森県サッカー協会と本学が共催し実施することとなった。会場
は本学のサッカー場を使用し、開催日は本学の学園祭とし幼児保育学科のイベントとして位置づけ
た。この意図としては参加するハードルが高くなりつつある印象を下げること、幼児保育学科の学生
が関わるということで伸び悩んでいた幼児の参加を促進させることのねらいがあった。キッズサッ
カーフェスティバルへの幼児保育学科からの学生参加は、キッズリーダー資格講習会を受講している
１年生については資格取得のための実習と位置づけ参加を促した。２年生については学園祭における
実施イベントの都合上平成30年度の活動は不参加とし、令和元年度よりキッズリーダー資格を有して
いる学生に対し参加の希望を募った。
　キッズサッカーフェスティバル実施にあたり、青森市サッカー協会キッズ委員会に所属するキッズ
リーダー資格を有する指導者が学齢期の活動を担当し、幼児保育学科のキッズリーダー資格を有する
学生が幼児期の活動を担当することとした。実施に向けて事前に青森県サッカー協会キッズ委員会の
キッズインストラクターよりアドバイスを受けながら、学生が活動内容を検討した。その内容を実施
２日前に会場となるサッカー場を使用して活動シミュレーションを行い、さらにアドバイスを受けな
がら活動内容を見直した。また、当日の開催に向けて学生自らの紹介ボードとウェルカムボードを作
成し、参加賞の準備を行った。
　本学におけるキッズサッカーフェスティバルの取り組みはまだ２回の開催であるため、その効果は
明確に述べることはできない。ただ、幼児期を対象とした活動内容については以前よりも明らかに
サッカーボールを用いた運動遊びという印象が強くなっており、サッカー協会の関係者からも他の地
域で実施するキッズサッカーフェスティバルとは印象が異なるという話が聞かれた。印象の変化に関
する賛否はともかくとして、幼児期の子どもの参加人数が２年連続で増加している状況にあり、参加
に対するハードルは下がりつつあると考えられる。この取り組みを継続させ、地域で子どもたちが運
動遊びを体験できる場の一つとして定着させることができれば、本学の取り組みがより一層地域課題
への貢献に結びついていくと言えよう。
おわりに
　本稿では地域課題に対応できる保育実践力を備えた（あるいは備えられる）保育者を育成するため
に、本学のJFA公認キッズリーダー資格を活用した取り組みについて報告してきた。この取り組みと
絡めながら地域に存在する大学として、保育者養成校としてどうあるべきかについて問題を提起して
おく。
　これまで多くの大学が様々な資格を取得できるように設定し、それを売りにしながら学生募集につ
なげてきた。この点については本学も同様である。しかし、資格を取得することは手段であり、目的
にはならない。もしも目的になってしまったとするならば、それを達成した時に学生は進むべき方向
性を見失ってしまう。そのため、学生が資格を取得を目指すにあたり「なんのためにその資格取得す
るのか」、「その資格をどのように活用するのか」について、学生が整理できるようにしなければな
らないのである。そのためにも、資格を設定する大学がその必要性について根拠を持って理解し、論
理的に説明できなければならない。そこには当然地域の現状とのつながりを持った理解と説明が求め
られる。それができないのであれば、ひょっとするとその資格はその大学で設定する必要がない資
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格、あるいは地域社会がその資格を求めていないと捉えなければならないのかもしれない。
　特に本稿で取り上げたキッズリーダー資格はカリキュラムに組み込んで設定している資格ではな
い。また、その資格だけで就職に結びつく可能性も低い資格である。だからこそ、キッズリーダー資
格取得のための講習会の開催だけに留まらず、保育としっかりと結びつけながら取得した学生自らが
活かせるように「スマイルチャレンジ」を設定してきた。そして、学生には将来保育現場で働く時に
地域課題の貢献につながる保育という意識を持てるよう「キッズサッカーフェスティバル」を共催し
てきた。こういった取り組みこそが今の地域に存在する大学に求められる人材育成と捉えるべきであ
る。
　次に報告した取り組みは筆者が中心となり、青森県サッカー協会の理解をこぎつけ協力を得ること
ができた。いわば個人と団体との連携である。しかし、長期的に見た場合この状態では非常に不安定
な状態であって決して十分な状態とは言えない。地域課題は一朝一夕で改善できない大きなものであ
るため、本学としても状況に応じて取り組みを改善し、継続的に取り組んでいくことが求められる。
そこで必要になるのが大学と団体との連携である。本学もこれまで多くの自治体や学校、地域団体と
連携協定を結んでいるが、その多くは事前に立ち向かう具体的な課題が共有されていないため機能し
ていないものが多い。大学には教員という専門家がおり、それぞれが見出した課題や紡ぎ出した取り
組みがある。それを基に賛同と協力が得られる団体と連携協定を結ぶことが本来の流れであろう。連
携協定を結んでいるから何かするのではなく、何かを成し遂げるために連携するのである。そういっ
た本来の流れを意識すれば、青森県サッカー協会キッズ委員会と本学幼児保育学科は同じ課題に向き
合い、実際に協働しながら取り組んでいる。こういった既存の取り組みに着目することがとても重要
と言えよう。
　いずれにせよ、地域課題に貢献できる保育実践力を備えた保育者を育成するという取り組みを、本
学幼児保育学科の基盤とし、本学が支えていく取り組みとして位置付けることで持続が可能となり、
地域課題の解決につながっていくのである。そういった将来性のある取り組みを持続させてこそ、大
学としても、保育者養成校としても地域社会に求め続けられることになると考える。
